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　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

13,669
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26,431
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1.40

23年度事業費の主な内訳23年度 24年度（当初）

3 1

内　線

E-mail

担
当
課

9

･農政地理情報システム構築　１箇所
・体験型交流推進計画作成等　１箇所
・加工用作物体験セミナー　１回

（効率指標　算出式）
　概算事業費／事業実施地区数

37,389 105,727

1.40

施設設置箇所数（活）

31,591

・整備施設の利用状況を把握し、事業効果の発現を把握しフォ
ローを行う。
・地区単位に目標年を３～５年後に設定しており、達成状況を検
証する。

b
期待どおり

■　横ばい

・農政地理情報システム構築　１箇所
・農産物加工施設整備　１箇所

■　当面余地なし

・農政地理情報システムの構築　１箇所
・農産物加工施設整備　１箇所

□　減少

□　余地あり

区　分 判　定　・　説　明

事業成果・評価 評価区分事業の目標(H23)

判
定
の
説
明□　余地あり

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

・地域の実施要望に基づいて事業を行っているため、市町村等からの要望に事業実績が左右される。
・要望のあった地区については、整備後の活用体制等に留意しつつ計画策定に取り組み、国の採択を目指してい
る。

特記事項

④
事
業
の
成
果

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地なし ■　当面余地なし

□　増加

□　余地なし

事業ニーズの変化

⑤
事
業
の
課
題

県の関与を見直す
余地

左記以外のH23年度実績

事業実施地区数（活） 地区 5 3 4

23年度 24年度（見込）

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位 22年度

事業要望の調査打合せ（活） 回 2

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
　事業実施地区数

千円／地区

箇所

千円 11,644 11,561 11,561

千円 25,867 94,166 ・旅費（官公庁との連絡等）：104千円
・需用費（消耗品、燃料費）：293千円
・役務費（電話代）：175千円
・使用料（コピー代）：204千円
・負担金、補助金：25,052千円

千円 146,314 25,828 ―

千円 591

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

人 1.40

千円 157,958

479

146,409

439

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

　農山村地域の特性を活かした多様な産業振興、都市農村交流を支援し、地域の活性化を図る。

対　象 　市町村、農業者等が組織する団体　等

目指すべき姿
　多様な産業振興や都市農山村交流等の施設整備による交流人口の増加を図り、高付加価値農業、農業所得の増大、就業
機会の創出、美しい農村景観の保全などを通じ、農山村地域の活性化を図る。

事業内容 　市町村、団体等が行う地域活性化のための施設整備等への補助（補助率：【国】1/2、1/3以内など）

山村振興法、農山漁村の活性化のための定住等及び地域間交流の促進に関する
法律、長野県食と農業農村振興計画　等

実施方法
国庫･
県単

　市町村への補助、間接補助

実施期間 H11 根拠法令等

国庫補助事業

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 1-08,5-06 部・課 　農政部　農村振興課

事　業　名 山村等振興対策事業

08 06 02


